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リハビリテーション一般

資　　格

鳥取大学医学博士（2017年）/日本リ
ハビリテーション医学会 専門医・指導
医/日本内科学会 認定内科医・総合内
科専門医/日本神経学会 神経内科専
門医・指導医/緩和ケア研修会修了/
TNT研修会修了/臨床研修指導医/が
んのリハビリテーション研修会修了/
義肢装具等適合判定医師研修会修了

資　　格

日本リハビリテーション医学会 専門
医・指導医/日本脳神経外科学会 脳
神経外科専門医/緩和ケア研修会 
修了/がんのリハビリテーション研修
会修了/義肢装具等適合判定医師研
修会修了

リハビリテーション科部長

関係医療機関へのメッセージ
　脳卒中や骨折などの傷病や外傷、がん治療、外科手術後、心疾患など、種々の疾患の治療が終了しても「再び適する
状態に戻ることができない」患者さんが多くいます。
　リハビリテーション科は、障害を負った方が「再び適する状態に戻る」ために医学的な技術をもってお手伝いする診
療科です。
　当院リハビリテーション科は、急性期総合病院において各診療科の治療にあわせ、おもに急性期から亜急性期のリ
ハビリテーション治療を担当しています。より良い医療サービスを提供できるよう、医師、看護師、理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士、医療相談員、薬剤師、栄養士、歯科衛生士などの多職種がチームを組んで関わっています。
　急性期治療が一段落した時点でリハビリテーションの継続が必要な方には、安心して治療を継続いただけるよう回
復期リハビリテーション病院などの医療機関へ連携を図ります。
　また、必要に応じて復職・復学のための調整や補装具の処方・判定など社会復帰への支援も行っています。
最善のリハビリテーション医療を提供できるよう努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
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リハビリテーション部門体制
　■ リハビリテーション科
　　リハビリテーション科専門医…………2名
　■ リハビリテーション技術科
　　理学療法士 …………………………20名
　　作業療法士……………………………10名
　　言語聴覚士……………………………6名
　　医療アシスタント……………………3名

治療等実績
リハビリテーション治療件数(2023年度)

心大血管 脳血管 廃用症候群 運動器 呼吸器 がん患者 計

理学療法 287 494 506 649 371 186 2,493 

作業療法 5 446 273 112 34 75 945 

言語聴覚療法 361 211 　 264 29 865 

施設基準
　心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
　廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）

　
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料

（件）

在籍療法士が有する高度専門資格等
様々なニーズに応えられるよう更なる専門知識の習得にも努めています

・認定理学療法士
  （理学療法士の上位資格：運動器・
　脳卒中・呼吸・循環・管理運営）
・日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士
・３学会合同呼吸療法認定士
・心臓リハビリテーション指導士
・心不全療養指導士

・島根県糖尿病療養指導士
・ＮＳＴ専門療法士
・ＤＶＴＭリンパ浮腫セラピスト
・認知症ケア専門士
・介護支援専門員
・福祉住環境コーディネーター（２級）　

など
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